
～～ 生まれたばかりの赤ちゃんに、早めの聴力検査が良いのはなぜ？ ～～

言葉の発達には聴力が必要です。
言葉を修得し知識を発達させるためには、聴力が重要です。
音の刺激を繰り返し受けることにより、脳が学習・
発達し、言葉の意味を理解できるようになります。

聴覚障害を早期発見し、早期療育ができます。
聴力検査を行わない場合、赤ちゃん自身が症状を
訴えることがないので、2～ 3才頃になって
「言葉が遅い」ことから、初めて難聴に気づく
こともあります。早期に発見し、適切な療育、
援助を受けることでコミュニケーションの
形成や言語発達の面で大きな効果が得られます。

新生児聴覚スクリーニング検査機器
聴覚検査には 2つの方法があります。耳音響放射「OAE」と自動聴性脳幹反応「AABR」２種類です。
OAE は比較的簡便、安価ですが、後迷路性難聴が検出できないことと要再検率が 3~7 ％と高いことが
難点です。

当病院が採用している AABR自動聴性脳幹反応方式(Natus ALGO® 3i)は比較高価（通常１回
測定 6,000~10,000 円）ですが、35dB というささやき声くらいの大きさの音に対する反応を脳幹からの
電気的反応を検知し自動判定機能より軽度の難聴から発見することが可能です。精度は比較的高いこ
とと要再検率(日本、片側要再検率は約 0.6%）が低いことが特長です。

検査にあたってのご注意
検査の方法

生後２～４日目入院中の赤ちゃんに、自然睡眠中に頭に専用の器機を貼り付けて、ささやき声く
らいの小さな音を聞かせて、音が聞こえたときに出る脳波の一種を検査する方法です。

検査の結果
「パス（pass）」の場合 先天性難聴ではないものと考えられます。
（稀にその後中耳炎による難聴あるいは遅発性の難聴の発症については予測することが出来ません。）
「要再検（refer）」の場合 あくまで精密検査が必要であるということで、ただちに聴力障害を

意味するものではありません。
検査の希望 検査御希望の方は妊娠３６週妊婦健診時に、末広本院の看護師にお申込み下さい。
（検査の御希望がありましても、入院中の新生児の状況や、環境・機器などの条件等により検査出来ない場
合もありますのでご了承下さい。）

検査の費用 今年度中大川産婦人科病院で御出産の方は入院中無料です。

大川産婦人科病院・末広本院
大分県大分市末広町 ２－４－１６
電話 ０９７－５３６－３５１１
http:/ /www.okawa-hosp.com/


